
指標：類型別世帯数及び割合・１世帯当たり人員（ブロック・圏域別）

類型別世帯数割合及び1世帯当たり人員の動向をブロック別にみると、全てのブロックにおいて、単独世帯の増加と一
世帯あたり人員の減少がみられるが、その水準については地域特性を反映してばらつきがみられる。

モニタリング項目：ライフスタイルの動向 視点：働き方・住まい方選択の動向はどうなっているか。

（出典）総務省「国勢調査報告」より作成。

（注） 1970年については、資料の制約のため普通世帯の65歳以上の単独世帯を参考に示している。

一般世帯の家族類型の比率の推移等（ブロック別）
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一般世帯の家族類型の比率の推移等（圏域別）
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■国土のモニタリング


